
令和７年度重点目標 「やってみよう あなたもわたしも 笑顔いっぱい」 

有意義な夏休みを過ごしたでしょうか 

校長          

３４日間の夏休みが終わり、子供たちの学校生活が再開します。休みの間はご家庭や地

域で楽しく安全に過ごすことができたでしょうか。夏休み前の朝礼では、子供たちに「め

あてを決めて計画的に過ごすこと」「相手や場に応じたあいさつを続けること」「命を大

切にすること」の３つを特に取り組んでほしいと伝えました。配布した『夏休みの生活

「あいさつ」を家庭や地域に広げよう〈夏休み号〉』にも同じ内容を盛り込んでおきまし

た。夏休み中は、いつ何をするか自分でやることを決めて取り組んだり、自分の目で確か

めて交通事故から自身を守ったりと、自分で判断し行動する機会が多かったと思います。

普段の授業や学校行事を通して自主性や安全意識を涵養してきていますが、そのような場

面で発揮することができたら幸いです。 

まだまだ暑い日が続きます。体調や安全に気を配って、教育活動を再開していきます。 

地域の行事に参加して感じたこと 
８月３日には、７年ぶりに再開された田宿川たらい流し川祭りに参加させていただきま

した。今年は６年生に参加者を募り、２０名以上の子供の応募がありました。当日は市長

や市議会議員、河川課職員の方々も参集して、久しぶりのたらい流しを満喫されていまし

た。子供たちは初めてたらいに乗ります。最初はおっかなびっくりでしたがすぐにコツを

得て乗りこなし、歓声をあげながら川下に流されていきました。私は乗り込んで早々に浸

水しましたが、冷たい川の水がむしろ心地よく感じました。橋を下から見たり、川からの

まちの景色を眺めたりしながら、普段ではできない体験をさせていただけました。 

主催のわき水田宿川委員会の皆様や町内連合会の皆様、また吉原第二中学校の生徒や町

内会からの多くのボランティアの皆様のご尽力により、今泉地区の風物詩が戻ってきたと

思うとともに、人々のつながりも強まっただろうと感じました。 

ボランティアに大学生もいましたが、その学生は小学生の時にたらい流しを体験してい

たようです。その時の楽しかった経験をもとに、ボランティアに参加してくれたのだと思

います。小中学生が、近い将来今泉のまちづくりに参画していくようになると考えると、

学校や地域で豊かで楽しい体験をたくさん味わわせてあげたいと思いました。 
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子供にとってＳＮＳが身近なものになるにつれ、トラブルの報告が増えています。ぜひ各ご家庭で、
以下の点についての確認をお願いします。 

●自分や友達の顔、撮影した場所がどこか分かるような画像や動画を、ＳＮＳにアップロードして
いませんか。また他人が作成した音楽や画像を無断で利用していませんか。 

●アカウント名に、自分や友達、家族の名前を使ったり、人を嫌な気持ちにさせるような言葉を使
ったりしていませんか。 

●家族に無断で、アプリに課金したり、金銭のやりとりをしたりしていませんか。 
●書き込んだ言葉が、相手にどのように伝わるかを十分に吟味してから送信していますか。 
●もしもトラブルに巻き込まれてしまったら、どのように対処するか具体的に理解していますか。 

 

どのお店も工夫がいっぱい。学びもいっぱい。 
７月９日（水）、全校で今友フェスティバルを行いました。今友フェスティバルのスローガン「新

しいことにも挑戦しよう かがやけ今小」のもと、児童会がお店の工夫だけでなく今友フェスティバ
ルを通して特にみんなで頑張りたいことを３つ挙げました。 

①あいさつをする。(たくさんの人と笑顔でつながるチャンス) 
②廊下での過ごし方を考える。(廊下を歩く、右側通行、周りをよく見て行動するなど) 
③お店の運営で困ったことがあったら、友達と助け合う。 
この３つをどの子供も心掛け、今年度も楽しく盛り上がった今友フェスティバルとなりました。

各クラスのお店は、お客さんを楽しませるための工夫がたくさんあり、子供たちの発想力の豊か
さに感心するとともに驚かされました。 

１年生はお店づくりをしていませんが、前半も後半も上級生 
のお店で楽しく遊びました。そして、その１年生が安心して楽し 
く遊べるよう、丁寧に説明したり、優しく声掛けしたりしながら 
関わっている姿があちらこちらで見られました。 

また、昼休みには各縦割りグループで、今友フェスティバル 
の振り返りをしました。自分が頑張ったことはもちろん、友達の 
よいところや来年に向けて頑張りたいことにも目を向けることが 
できました。今友フェスティバル当日だけではなく、お店決定の話合いや当日までの準備などに
も、仲間と協力して取り組みました。６年生の振り返りを一部紹介します。 

・「もし自分がお客さんだったら。」と相手のことを考えてルールを追加するなど、楽しくできる
遊びのお店を提案できた。 

・お客さんとしていろいろなお店を回ったときに、児童会からの３つの約束を意識することがで
きた。できていない子がいたら、注意することもできた。 

・今友フェスティバルを終えて、準備はとても大切だと思った。自分のクラスのお店と全体の 
運営に向けての仕事と並行して進めたが、間に合うか心配な場面もあったため、もっと先を 
見通して計画的に動いていきたいと思った。 
 

普段の教室での学習とは違う学びがたくさんあった貴重な１日となりました。 


